
































Fig. 2. 2. 1  「縄文人の家族生活」初版
表紙
Fig. 2. 2. 2  「縄文人の家族生活」再版
表紙
612-2 縄文人をどのように描いてきたのか




































































































Fig. 2. 2. 5  浅間山麓の縄文集落イメージ







































Fig. 2. 2. 7  縄文の村復元イメージ 2
Fig. 2. 2. 8  縄文のホームライフ復元イ
メージ 1






































Fig. 2. 2. 10  ゴールデンエイジオブ三内丸山
























Fig. 2. 2. 12  縄文の御柱祭 2





































10 月〜 2016 年 10 月）に大英博物館で特別展
“Celts: Art and Identity”が開催されていた。
Celts 文化と捉えられる考古資料のみならず、前

















































Fig. 2. 2. 14  ケルトの風景























































































Fig. 2. 2. 17  縄文服の復元 1






































Fig. 2. 2. 19  縄文ボーイ＆ガール 1
Fig. 2. 2. 20  縄文ボーイ＆ガール 2






































Fig. 2. 2. 22  浅間山麓の縄文ガール











































































Fig. 2. 2. 25  ユニバーサル・ミュージアム研究会
Fig. 2. 2. 26  現代の土偶 1







































“The Poer of DOGU: Ceramic Figures from 
Ancient Japan”（Kaner ed. 2009）に続いて、
2010 年にセインズベリー日本藝術研究所の企画
で開催された（Bailey, Cochrane, and Zam-
belli eds. 2010）。
76 安芸　早穂子
トは、何週間もこの蔵にこもって、蔵の中にしまわれていた物を全て並べ直し
て、いろいろな形のオマージュを作り、再び蔵の中に展示しました。彼はおば
あさんから、ひとつひとつの品についての思い出話を聞いたそうです。金工細
工デザイナーである彼はそうして、おばあちゃんが少女の時代、もてなしに使
われていた宴会セットを、蔵の二階に畳を敷いて並べ、そこに金細工の花を咲
かせました。
　廃校になった小学校の講堂に窓を並べた作品もありました。教室の窓、廊下
の窓、近くに在ったお店の窓、村一番の旅館の窓。その窓ひとつひとつにはセ
ピア色の昔の中之条村の子どもや人々の写真が映写されていました。
　村から忘れ去られる思いや小さな日常の品々をアーティストが拾い上げて、
自分の感性によって作品として、再び村の人や私たちに見せてくれる。これら
のムーブメントには、村の風土や記憶を再発見するという、誰にとっても意味
があり、必然性がある大切なコンセプトが隠されていると思います。昭和や大
正時代の中之条の家族にあった思い出がアーティストによって掘り起こされ、
新しい姿に復元されて普遍性のある作品に姿を変えます。それは縄文の家族が
私たちの中で再び息を吹き返すという、大いなる考古学的インスピレーション
にも通じている気がします。
